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・平成 29 年 11 月 15 日 吉冨芳正（明星大学 教授） 
・平成 30 年 10 月 19 日 田村知子（大阪教育大学 教授） 
・平成 30 年 11 月 8 日  天笠茂 （千葉大学 特任教授） 
 
【研究開発学校質問紙調査】 
  ・平成 30 年 12 月 学校質問紙調査票送付 





第１回 平成 31 年 3 月 14 日 
第 2 回 平成 31 年 3 月 18 日 
第 3 回 平成 31 年 3 月 28 日 
第 4 回 平成 31 年 6 月 1 日 
第 5 回 平成 31 年 6 月 8 日 
 
【研究開発学校・教育センター等訪問調査】 
平成30年  7月13日 新潟県立教育センター 
  10月29日 広島大学教育学部附属三原学校園 
  12月 2日 広島大学教育学部附属三原学校園 
平成31年  3月26日 信州大学教育学部附属松本中学校 
   4月26日 上尾市立上尾東中学校 
令和元年  6月15日 神戸大学教育学部附属小学校 
4
52000215_hokokusho#2honbun#1-138.indd   4 2020/03/19   15:18:18
 
 
































調査は，平成 30 年 12 月に実施した。質問紙調査票は，平成 30 年度に研究開発学校の指
定を受けている学校（39 校：高等学校における単独教科に係る研究開発学校を除く）に送
付し，31 校から回答を得た。内訳は表 1 に示す通りである。なお，同一の研究課題を複数
の学校種の協同で実施している場合があるが，これらの学校にも個別に質問紙を送付した。 
5
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表 2-1 調査実施校の内訳 
学校種 調査対象校 回答校 
幼稚園  2  2 
小学校 18 12 
学校園（幼稚園・小学校・中学校）  1  1 
義務教育学校・小中学校  2  2 
中学校 12 11 
中等教育学校  1  0 
中学校・高等学校  1  1 
高等学校  2  2 






















































































































































































































































































































































・担任：単元構成・年間計画を検討し実施 → 実施後に修正し記録 
↓  ※探究的な学習を可能とする学習素材や学習プロセスとなっているか 
↓  ※時数や実施時期に無理がないか    など 
校内：校内全体として確認・修正 ※系統性・整合性，必要性・妥当性など 
町：学校間で単元構成・年間計画を検討中 → 学習素材の共有化を図れるか？ 















































































































































































































































































・生徒，保護者，教員へのアンケート（上記の 3 つの資質・能力について，観点別に） 
・自己調整学習の理論に基づいたアンケート 
・キーワードマッピングによる思考の変容調査 
・因子分析で抽出した思考力 3 項目，主体性 7 項目，協調性 6 項目について，5 段階質




































































































 主に学習の過程をみとる資料 学習の結果をみとる資料 
基礎 ワークシート（過程がみえるもの），観察，対話等 「ワザカード」，作品，小テスト等 
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 10 校の学校種は，小学校 4 校，小中学校（義務教育学校含む）3 校，中学校 2 校，高等
学校１校である。学校名は以下の通りである。 
  
1  北海道東川町立東川小学校 





7  京都教育大学附属京都小中学校 
8  埼玉県上尾市立東中学校 
9 熊本大学教育学部附属中学校 
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③ 外国語に慣れ親しみ，異文化理解を深めるための地域人材（15 か国の JET スタッフ，
9 か国の日本語学校留学生）の有効的な活用の在り方 





 本町には，5 名の ALT（Assistant Language Teacher 外国語指導助手）による外国語活動
や外国語の授業，3 名の SEA（Sports Exchange Advisor スポーツ国際交流員）による体育
や少年団活動及び部活動（クロスカントリー，野球，バレーボール），8 名の CIR（Coordinator 
for International Relations 国際交流員）によるイベント参加や国際交流活動，さらには留










































 【JET プログラムメンバー】 
35





































 地域の方々 ～東川や日本のよさを知る，又は再確認することができる。 
 日本語学校 ～英語（簡単な日常会話）や日本語を通して，異文化交流ができる。 
 CIR  ～主に日本語を通して，異文化交流ができる。 


































【2 年生 Globe 3 要素構成図】 
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い人が多かった。 【小学第 6 学年の振り返りシート】 
38
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２ 東京都町田市立鶴川第二小学校 




 学校教育目標「生き生きした子ども 自分で学ぶ，みんなで学ぶ 自分を大切にする，みんなを大切
にする」は，自分のよさや可能性を認識し，他者と協働しながら学び，人間性等を涵養して，豊かで力
強く生きる児童の育成を掲げている。この実現のため，平成 24 年度より思考力育成の研究を始め，国立































図 1 カリキュラム・マネジメントのイメージ図 
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資質・能力      
「思考のすべ」 「２１世紀スキル科」 




































































①(組織)研究活動の PDCA サイクル化，研究組織の弾力的な構成による研究推進 
 研究当初は，研究推進委員会をコアメンバーで構成して研究理論や研究の方向性を明ら
表 1 「思考のすべ」及び「21 世紀スキル科」で育成を目指す資質・能力とその獲得方法 
41

















 授業研究（全教員年 2 回）・研究授業（学年 1 回）・公開授業（保護者対象年 3 回）を通
して，一人一人の教員の授業力を磨く。その際，学年ごとや教科ごとの共通実践を徹底し，
経験の浅い教員がしっかりと学べるように OJT 体制を工夫して実践した。 
④(自己申告)研究への取組を PDCA サイクル化した自己申告 
























図 3 マークマグネットの活用 
図 4 言語の掲示 
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この学習内容を次ページの表 3 に例示した第 6 学年のように構成しており，同様に第 1
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※ 網掛けがトピックタイプ，それ以外が目標設定評価タイプである。  
※ スキル科自分づくり型の総時数は 14 時間で，トピックタイプが７時間，
目標設定評価タイプが７時間である。（クラスで付けたい力を考える１
時間，アンケート ABC3 回で 2 時間，15 分間の短時間を 12 回で 4 時間
とする（☆印）。 
45
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(5 年 36 時間) 
 
Let’s make  
our community! 










自分づくり型では，表 5 のように 4 月当初に学級で「付けたい力」を思考力・主体性・













4 月に「1 年生のお世話」をテーマに，図 6 のワー
クシートを用いて目標設定から評価までを行った。
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図７掲示タイプの「運動会」ワークシート 


































































図 9「学習発表会」計画カード 図 10「学習発表会」プラン(上)評価(下)ワークシート 
48













































































因子分析で抽出した思考力 3 項目，主体性 7 項目，協調性 6 項目について，5 段階質問
紙法（1 あてはまらない・2 あまりあてはまらない・3 どちらでもない・4 少しあてはまる
・5 あてはまる）で，質問項目ごとに 1～5 点段階の平均点を求め，それを百分率で表して
肯定率とした。 
50
52000215_hokokusho#2honbun#1-138.indd   50 2020/03/19   13:36:31
(グラフ 1) 第 6 学年子供の資質・能力の変容（3 年間） 
 
表 6 第 6 学年子供の学習前後の肯定率（3 年間） 
 
 



















※例えば，平均点 3.5 は 70％の肯定率   
4 年  5 年 6 年 















①何かを始めるときは，計画を立てている。 61.1 74.2 75.5 80.4 71.6 81.5 
②今していることは，計画にそっているのか，考えながらやって
いる。 
63.0 70.1 66.4 78.4 71.6 77.8 
③自分のやり方が目的にあっているのかどうか，途中で確認し
ている。 




①前向きに挑戦している。 72.2 83.5 78.9 82.5 78.9 88.0 
②自分のよさを伸ばしている。 63.0 78.4 79.1 84.5 73.4 82.4 
③自分の目標をもって，行動している。 68.5 84.5 82.7 87.6 74.3 81.5 
④人の意見を聞いたときに，自分ならどうするか考えている。 58.3 61.9 63.6 77.1 69.7 72.2 
⑤話し合いのときに，自分の考えを伝えている。 74.1 88.7 74.5 78.4 77.1 81.3 
⑥グループ活動では，自分の役割を果たしている。     75.2 86.1 




①人には，思いやりをもって接している。 79.6 80.4 84.5 82.5 82.6 81.5 
②誰とでも協力して，学習や活動をしている。 81.5 84.5 78.2 75.3 72.5 75.9 
③話を聞くときには，相手が何を言いたいのか考えながら聞いて
いる。 
78.7 86.6 74.5 78.4 77.1 75.0 
④人に伝えるときに，分かりやすく説明しようとしている。 78.7 76.3 83.5 84.5 82.6 83.3 
⑤みんなで話し合うとより良い考えが生まれると思っている。 81.5 82.5 85.5 83.5 82.6 78.7 
⑥学校で学ぶことは，自分の成長に役に立つと考えている。 81.5 80.4 80.0 84.5 84.4 84.3 
51
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図 1 「未来デザイン」概要図 
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本校は，各学年 3 学級で構成されている。そのため，うれしのプロジェクトを 2 学年で
















図 2 第 2 年次第 1 回高学年チーム研板書 
図 3 第 2 年次第 2 回高学年チーム研板書 
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まずは教師と地域との協働が欠かせない。以下に 1 年次，2 年次の実践をもとに報告する。 
（1）1 年次高学年「附小っ子パンをつくろう」 


































































回答可能な尺度項目を作成した。ここでは，2 年次である平成 30 年度に実施したアンケー
ト結果からカリキュラムの評価を報告する。（アンケート項目は参考資料 2 を参照） 
 アンケート対象者は全校生 485 人であり，未来デザインのプロジェクト活動が始まる前
の平成 30 年 10 月に１回目を実施し，平成 31 年 2 月に 2 回目を実施した。 
それらについて，低・中・高学年ごとに，統計的な手法（因子分析）により分析した結
果，低学年は 3 つの因子，中学年と高学年はそれぞれ 5 つの因子として，尺度項目がまと
まることがわかった。また，それぞれの力が 10 月から 2 月にかけてどのように変化した
かを統計的に分析比較（対応のあるｔ検定）した結果，図１から図 3 に示したようになっ

























図 4 アンケートの結果分析（低学年） 
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図 5 アンケートの結果分析（中学年） 
図 6 アンケートの結果分析（高学年） 
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【参考資料２ 附小っ子アンケート】 
中・高学年 低学年 
1 自分の得意なことや苦手なことを話すことができます 1 自分
じぶん
のとくいなことやにがてなことがわかります 







3 自分の力が何かの役に立っていると思います    





5 自分にはよいところがあります 4 自分
じぶん
にはよいところがあります 




























10 納得いくまで，あきらめずに取り組むことができます 8 さいごまで，あきらめずにがんばることができます 
11 失敗をおそれずにやってみようと思います 9 しっぱいをこわがらずに，やってみようとおもいます 






































17 目的に合わせて本やインターネットで調べることができます    































21 友だちが困っていたら助けることができます 16 ともだちがこまっていたら，たすけてあげることができます 





23 友だちとテーマに合った話し合いをすることができます    
24 どんな人とでも話し合いをすることができます   
25 相手に合わせて言葉を使い分けることができます    




























30 次の学習で何をすればよいかわかります    
31 話し合いの中で，「これでよいのか」と考えることがあります    







33 考えるとき，何かと比べるようにしています   
64
































  原理 1 子供の文脈を重視した内容の精選  
 子供の文脈を重視していく上で，社会の文脈と学問の文脈を取り入れることができるよ
うにする。そうすることで，内容そのものの全体的な見直しを行う。 
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  原理 4 内外リソースの活用と PDCA サイクル  
 学校内の組織は研究部を中心とした 4 チームで組織し，外部組織として運営指導委員会，
共同研究会を組織する。それらを基にした授業改善を中軸に据えた PDCA サイクルによって
原理 1，2，3 の是非を検証する。 
 (3) 本校のカリキュラム開発 





























52000215_hokokusho#2honbun#1-138.indd   66 2020/03/19   13:36:36
 
 
語 A の平均正答率が 90.6％（全国平均 73.1％），国語 B 平均正答率が 73.9％（全国平均









自の児童質問紙調査を作成し，年 3 回継続して調査することにした(表 4)。 
③ 本校保護者意識調査から 
保護者質問紙調査についても平成 29 年度（研究開発学校 3 年次）から，児童質問紙調査









･ 観点等 低学年 中学年 高学年資質 能力
- PN ①じぶんではない ほかの ひとの きもちを ①自分以外のほかの人の気もちをよく考えたいと ①自分以外のほかの人の気持ちをよく考えたい【 】個人志向性 社会志向性 尺度より
い がい
よく かんがえたいと おもう。 思う。 と思う。
②できるだけ友だちにあわせるようにしている。 ②できるだけ友達とあわせるようにしている。
②じぶんが ただしいと おもう ことは ③自分が正しいと思うことは，まわりの人と反対 ③自分が正しいと思うことは，周りと反対でも
はんたい
ともだちや ほかの ひとと はんたいの の考えでも言いたいと思う。 主張したいと思う。
かんがえでも いいたいとおもう。
。③ともだちや ほかの ひとたちの ために ④まわりの人のために，やく立つ人になりたいと ④周りの人のために役立つ人になりたいと思う
まわ
協 やくに たつ ひとに なりたいと おもう。 思う。
働 - ④いつも じぶんの かんがえを もつように ⑤いつも自分の意見をもつようにしている。 ⑤いつも自分の意見をもつようにしている。【相互独立的
い けん
性 している。相互協調的自己感尺度より】
⑤ともだちや ほかの ひとから すかれること ⑥人から好かれることは自分にとって大切であ ⑥人から好かれることは自分にとって大切であ
す す
は じぶんにとって たいせつである。 る。 る。
⑥ともだちと はんたいの かんがえを もって ⑦友だちと考えが対立することをさけるほうだ。 ⑦友達と考えが対立することをさけるほうだ。
たいりつ
いいあいを したくないほうだ。
⑦ともだちと はんたいの かんがえに なった ⑧人と意見が対立したとき，相手の意見を受け入 ⑧人と意見が対立したとき，相手の意見を受け
とき あいての かんがえを きいて れたいと思う。 入れたいと思う。
そちらの かんがえに したいと おもう。
Rumination-reflec ⑧このごろ じぶんが いったことや したこと ⑨自分が言ったことやしたことについて，頭の中 ⑨最近自分が言ったことやしたことについて頭【
tion Questionnaire について じぶんで おもいだしていると でいつも思い返していると思う。 の中でいつも思い返していると思う。
。向 おもう。 ⑩自分の成功や失敗を思い出すのは得意である。 ⑩自分の成功や失敗を思い出すのは得意である日本語版より】
せいこ う しつぱい と く い せいこう
上 ⑨じぶんの よいところや なおしたいところや ⑪自分がなぜそのように行動するのかをよく考え ⑪自分がなぜそのように行動するのかをよく考
性 これから こうなりたいなと おもうことなど る。 える。
じぶんの ことについて よく かんがえる。 ⑫自分のことについてよく考える。 ⑫自分のことについてよく考える。
⑩「なぜ？ 「どうして？」と おもったことを ⑬「なぜ？ 「どうして？」と思ったことをよく ⑬「なぜ？ 「どうして？」と思ったことをよく【兵庫教育大学大学院 修士論文より】 」 」 」
じぶんで よく しらべる。 調べる。 調べる。
⑪むずかしい ことでも ひとに きかずに ⑭むずかしいことでも，人にたよらず，自分の ⑭むずかしいことでも，人にたよらず，自分の
創 まずは じぶんで がんばろうと する。 力で やろうとする。 力でやろうとする。
造 ⑫しっぱいしても あきらめないで ⑮失敗してもあきらめないで，なぜ，失敗したの ⑮失敗してもあきらめないで，なぜ，失敗した
性 「どうして しっぱいしたのかな」と かんが か，そのりゆうを考える。 のか，
える。 その原因を考える。
。⑯人が考えつかないことをよく思いつくほうだ。 ⑯人が考えつかないことをよく思いつくほうだ
⑬わからない ことは わかるまで やる ⑰わからないことはわかるまでやるほうだ。 ⑰わからないことはわかるまでやるほうだ。
ほうだ。
67














































図 1 テーマとトピック 
研究
部
















國學院大學 人間開発学部（前視学官） 田村 学 教授
文部科学省初等中等教育局 渋谷 一典 教科調査官

































































































びから，モーターをつなぐことで車が動 図 3 「かがく」の学びの様子 
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図 4 「くらし」の学びの様子 
図 5 「くらし」の学びの振り返り 
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二人の授業者から感じることができる。その他の授業実践については，『平成 27～30 年度 






変化調査，各項目 5 段階尺度），④保護者質問紙調査による意識調査（単年調査,各項目 5
段階尺度），⑤年に 20～30 回程度で行う研究開発実証で行った。 






 研究開発最終年度の平成 30 年度全国学
力・学習状況調査における本校児童の学力は
次の通りであった。国語 A の平均正答率が
92％（全国平均正答率 70.9％），国語 B 平均













国語A 123.9 125.6 126.6 121.4 129.7
国語B 132.9 128.3 131.2 130.2 136.8
算数A 118.7 119.2 120.1 120.5 138.1


























図 6 国語，算数の経年比較 
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が現れたものであると考える。このことが，特に平均正答率が低かった国語 B，算数 B の






(2) 質問紙による意識調査（単年調査,各項目 5 段階尺度） 
※ 実施時期：平成 30 年７月，11 月，31 年 2 月 ※ 対象：全学年児童（Ｎ＝437） 
※ 分析方法：学年平均を算出，7 月と 2 月の差を比較 
【表 6 低・中・高学年の有意な変化】 
資質・能力  項目（簡略）  1年 7月  1年 2月  差  2年 7月  2年 2月  差  
向上性  8  振 り 返 り  振り返り  4.4 3   4. 4 8   0. 0 5 4. 2 5   4. 4 5   0. 2 0 
向上性  9  内省  自分のこと  4.4 3   4. 7 0   0. 2 7 4. 5 5   4. 5 8   0. 0 3 
資質・能力  項目（簡略）  5年 7月  5年 2月  差  6年 7月  6年 2月  差  
向上性  9  振 り 返 り  振り返り  4.0 4   4. 1 8   0. 1 3 4. 0 1   4. 0 5   0. 0 3 
向上性 10 体 験 想 起  成功や失敗  4.1 3   4. 3 0   0. 1 7 4. 2 2   4. 2 4   0. 0 2 
向上性 1 1  行 動 分 析  行動を考える  3.7 3   3. 8 3   0. 1 0 3. 8 1   3. 9 2   0. 1 1 
 上記は，学年ごとにおいて，７月から２月にかけてよい方向での変容が見られた項目に
ついて取り出したものである。 
(3) 質問紙による意識調査（経年変化調査，各項目 5 段階尺度） 
※ 対  象：30 年度第 6 学年児童（Ｎ＝75） 
※ 分析方法：平成 27 年 7 月から平成 31 年 2 月までにおける同一項目の平均値を算出 
 以下は，平成 27 年 7 月から平成 31 年 2 月までの計 12 回の調査において，継続して数値
が高い（平均値 4.0 以上）項目である。 
【表 7 30 年度第 6 学年児童の有意な変化】 




①自分以外の他の人の気持ちをよく考えたいと思う。    4.62    ▲0.03 
④周りの人のために，役立つ人になりたいと思う。    4.63    ▲0.02 
⑤いつも自分の意見をもつようにしている。    4.30    ▲0.01 





⑬「なぜ？」「どうして？」と思ったことをよく調べる。    4.14      0.00 
⑭難しいことでも，人に頼らず，自分の力でやろうとする。    4.09    ▲0.02 
⑮失敗してもあきらめず，なぜ失敗したのか理由を考える。    4.24      0.04 
⑰わからないことはわかるまでやるほうだ。    4.13    ▲0.02 
(4) 質問紙による意識調査（年度内変化調査，各項目 5 段階尺度） 
※ 対  象：30 年度第 6 学年児童保護者（Ｎ＝58） 
※ 分析方法：平成 30 年 7 月から平成 31 年 2 月までにおける同一項目の平均値を算出 
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図 7 第 6 学年保護者の質問紙調査結果の変化 
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4 福岡教育大学附属福岡小学校（2019）「平成 27～30 年度 文部科学省研究開発学校指定 平成 30 年度研究開発実
施報告書（第４年次）」pp.20-39 に詳細は示されている。 
5 安彦忠彦（2014）『コンピテンシー・ベースを超える授業づくり』図書文化，P32－44 を参照。 
6 奈須正裕他（2015）『教科の本質から迫る コンピテンシー・ベイスの授業づくり』図書文化，pp.8-15「第１章 コ
ンピテンシー・ベイスの教育と教科の本質 なぜ今，コンピテンシー・ベイスの教育なのか」を参照。 
7 上述（2019）に詳細は示しているが，領域を設定するにあたって，以下のことを参考にした。 




 文部科学省（2016）『諸外国の教育動向 2015 年版』，明石書店，及び国立政策教育研究所（2013）「教育課程の編
成に関する基礎研究 報告書 4 諸外国における教育課程の基準-近年の動向を踏まえて-」，pp.2-5,14-17 を基に諸
外国のシンプルなカリキュラムを参考にできると考えた。 
 文部科学省（2018）『幼稚園教育要領解説』，P133-135「第２章 ねらい及び内容 第１節 ねらい及び内容の考
え方と領域の編成」を基に 5 領域のとのつながりを参考にした。 
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図 1 子供のよさから見いだした資質・能力 
図 2 「3 つの力」と様々な資質・能力との関係 
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図 4 つながりあう実践コミュニティ 
図 3 「学びのプロセス」のイメージ 
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図 5 緩やかに向かう「一枚岩」 
図 6 それぞれの実践をつないで捉える 
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図 8 会議の時間が位置付けられた時間割 
図 7 コミュニティをつなぐ研究職員会 
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(1)中学校：教科や経験年数を超えたグループ研究で，授業づくりの幅を広げた A 教諭 
図 9 連絡だけでなく「思い」も語る SNS 
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図 11 ICT 活用に挑戦したＡ教諭 
図 12 「3 つの力」で子供を捉え直し，授業改善を
進める 
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 本学校園の場合，中学入学当初の学力分布には図 14 上のよう
な傾向が見られる。この傾向は 2 年次になると徐々に解消(図







図 13 本学校園の 12 年間の教育課程 
図 14 定期テスト等の得点分布 
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図 15 取組をつなぐ１年間の研究サイクル 
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発達的構造から解き明かす―」信濃教育第 1580 号（信濃教育会）2018 年 
・信州大学教育学部附属松本学校園研究部『附属松本学校園公開研究会紀要』2017 年 
・信州大学教育学部附属松本学校園研究部『附属松本学校園公開研究会紀要』2019 年  
 
（宮下 哲・荻原 拓・井出 幸輔） 
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図 1 本校の探究スタイル 


























新たな学力が求められている。OECD は 2030 年



























図 2 OECD のラーニング・コンパス 2030 
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義務教育学校開校を機に，前期課程 1 年生からプロジェクト型学習に取り組み，現在 9
か年かけた「社会創生プロジェクトカリキュラム」として，研究開発を行っている。 
図 3 学年プロジェクト（総合的な学習の時間） 
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図 5 単元をデザインする枠組み 
図 4 社会創生プロジェクト 
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図 9 子供が表現した球 
図 6 学びのくりあがりについて 
図 7 立体づくり 図 8 子供が表現した三角形 
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図 11 体積を比較 
90











































図 12 習得－活用サイクルの単元構成の例 
図 13 音楽科のカリキュラム構想 
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図 14 共通の題材で学びを深める単元構成 
図 15 子供の変容を捉える枠組み 
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図 16 学びについて語る子供 
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図 17 カリキュラムを束ねるイメージ 
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 （栁 博恵・島田 裕美子・柳本 一休・木下 慶之） 
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Contents to Learn by Students
何ができるようになるか
生徒の育てたい能力
















 本校ではカリキュラム・マネジメントを，資料 4 のように 4 つの手順で進め，完成した
カリキュラムを実践しながら検証を行い，修正を加えていくというサイクルを通して，常
に生徒の実情に合ったカリキュラムになるように心がけている。 







































































































































































































































資料７ 各教科の明確化した中心となる視点  
資料６ 研究会の様子  
100









































資料９ 理科の一例  
資料８ 中学生サミットの様子  
101










































内発的動機づけ 3.20 (86) 3.40 (79) 3.30 (165)
同一化的動機づけ 3.33 (86) 3.57 (83) 3.45 (169)
取り入れ的動機づけ 2.03 (87) 2.13 (83) 2.08 (170)
外的動機づけ 1.67 (86) 1.83 (83) 1.75 (169)




資料 11 横のつながりの一例  




























































振り子の 1 往復する時間は何によって変わるのだろうか 
振り子の 1 往復する時間は何によって変わるか調べる実験を考えよう 
自分たちの実験からいえることを発表しよう 
資料 10 授業の一例  
102































３）文部科学省，新学習指導要領（平成 29 年 3 月公示）  
４）文部科学省，「小・中学校新教育課程説明会（中央説明会）・総則・関係資料」 
５）OECD（経済協力開発機構），「THE FUTURE OF EDUCATION AND SKILLS Education in 2030」 
６）伊藤崇達,神藤貴昭，「自己効力感,不安,自己調整学習方略,学習の持続性に関する因果モデルの検
証」,『日本教育工学雑誌』27 巻 4 号収録,2004 





資料 12 横のつながりの一例  
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上尾市立東中学校は，全校生徒 661 名，教職員 37 名（2018 年度）の比較的大規模な中学校である。本


























【社 会 参 画】一人の市民として社会をより良くしようとする活動に関わろうとする力 
【多 文 化 共 生】多様な背景（宗教・言語・歴史等）を理解し，互いに尊重する力 
【課題発見・設定】自らの課題に気づき，自分ごととして捉え，課題を設定する力 
【批 判 的 思 考】物事の本質を捉え，多様な視点で事象を読み取ることができる力 
【協    働】多様な他者と協力し合い，それぞれの良さを生かして課題解決に挑む力 
【資料収集・活用】課題解決に向けた適切な資料を収集し，分析を加えて資料を活用する力 
【発 表 ・ 発 信】調べた内容や自分の考えをまとめ，相手に伝わるように発信する力 
【課 題 解 決 】課題解決に向けて必要な手順，過程を見いだすことができる力 
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表 2 2018 年度 グローバルシティズンシップ科 カリキュラム 
 
表 3 各教科におけるグローバルシティズンシップ科との関連付け 
国  語 ： 新聞の読み方・説明文の書き方等，文章を用いた表現方法について 
社  会 ： 資料の読み取り方，探し方，歴史的・地理的・公民科で習得する知識について 
数  学 ： 統計資料の作り方，統計資料の読み取り方について 
理  科 ： 環境・エネルギーに関わる学習について 科学的なものの見方・考え方について 
音  楽 ： 音楽作品を通した歴史，宗教的な見方・考え方について  
世界の民族楽器・伝統音楽 
美  術 ： 美術作品を通した歴史，宗教的な見方・考え方について 
保健体育 ： スポーツを通じた国際協力，オリンピック・パラリンピック教育について 
技術・家庭 ：コンピュータースキル，消費者教育に関わる関連事項について 
外 国 語 ： 海外の多様な文化について 英語を用いての資料の読み方，探し方について 
 




  （職場体験学習×GCE） 
SDGsフォトコンテスト 
   （修学旅行×GCE） 









３学期 社会の中にある SDGs 
・講演会 
・SDGsの視点から見る職業 



























みた。表 4 は中学 1 年生の一覧表の抜粋である。 
  
 



























































行った。表 5 は，本科において外部との連携を実施した単元と主な連携先の一例である。 
 
表 5  2018 年度 外部連携の取組 


































（企業 官公庁 NGO 
 研究機関 大学など） 
市政講座，施設訪問 
（市役所 地域の方  















（企業 NGO  
研究機関など ） 
事後学習 
（企業 官公庁 NGO 
 研究機関 大学など） 
提案・企画書提出 











































































こうした生徒の学習状況を踏まえ，2018 年度に実施した本単元では，表 6 に示したよう
























表 6 外国語科における授業改善の例 
題材名：Program 4  Faithful Elephants （Sunshine English Course3） 























った古賀氏は，戦後，「Zoo is the Peace」と
いうメッセージを残している。ここに込めら
れた意味について考えていきたい。 
単元を貫く問いを「What is the meaning of 
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場所であってほしい，という願いを後世に伝えるために古賀さんは Zoo is the peace と
いう言葉を残したのだと思う。 

















 2018 年度に実施した卒業前の質問紙調査の中から，以下の 2 点を用いて検証を行う。 
対象とする生徒は，本科を 3 年間学び，2019 年 3 月に卒業した生徒 233 名とする。なお，
本調査は，2019 年 2 月に実施した。 












































定」「批判的思考力」「資料収集・活用」「表現・発信」「協働」「課題解決」の 8 点を示した。  
質問紙調査の結果から，本カリキュラムは，各学年で実施する「体験」を伴うプログラム
114


























 社会参画意識を測定にするために 10 項目のアンケート調査を実施した。 





2009 年 2 月（財）日本青少年研究「中学生高校生の生活と意識—日本・アメリカ・中国・韓国の比較—」より 
 
○自分の参加により社会を少しでも変えることができる  












とてもそう思う 11.7 17.4 14.9 10.2 24.5 21.8 20.9 13.7 
そう思う 54.8 40.9 39.3 27.1 44.3 45.0 43.3 48 
あまりそう思わない 26.9 29.4 19.5 40.9 24.2 28.0 27.9 27.2 
全くそう思わない 5.1 9.9 9.5 18.6 5.7 5.1 8.1 7.3 
（％） 
115
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○現状を変えようとするよりも，そのまま受け入れる方が良いと思う        
 2009 年 2 月（財）日本青少年研究「中学生高校生の生活と意識—日本・アメリカ・中国・韓国の比較—」より 
 
③ 質問紙調査から見る生徒の変容について 









































とてもそう思う 10.6 14.0 25.4 18.6 9.6 7.6 10.3 6.5 
そう思う 38.9 25.6 32.4 42.0 22.8 26.8 35.4 35 
あまりそう思わない 39.5 33.9 17.1 29.2 50.5 51.3 43.6 45.9 
全くそう思わない 10.8 25.1 10.6 8.7 15.8 14.1 10.6 8.0 
（％） 
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開発教育協会(2016)『ワークショップ版 世界がもし 100 人の村だったら』  
開発教育協会（2016）『１８歳選挙権と市民教育ハンドブック』 
開発教育協会(2014)『日本と世界の水事情「水から広がる学び」アクティビティ 20』  



















堀裕嗣(2013)『教室ファシリテーション 10 のアイテム 100 のステップ』学事出版 
堀公俊(2013)『ファシリテーション入門』日経文庫  
堀公俊編(2007)『チーム・ビルディング 人と人を「つなぐ」技法』日本経済新聞出版社 
文部科学省『学習指導要領』平成 29 年  
文部科学省『学習指導要領解説（平成 29 年告示）総則編』 
UNESCO (2015) Global Citizenship Education Topics and Learning Objectives. 
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要素 1 「論理的・批判的思考力」に関すること 
 ① 比較・関連付けなど 
  ア）比較したり関連付けたりすることができる。 
  イ）組織的・体系的に考えることができる。 
 ② 理由付けや判断力 
  ア）状況に適切な理由付けを行うことができる。 
  イ）情報，証拠，見解を効果的に分析し，評価して判断することができる。 
要素 2 「問題発見解決力・創造力」に関すること 
 ① 問題発見解決力 
  ア）問いを発見することができる。 
  イ）問いを解決するプロセスをデザインし，実行することができる。 
 ② 創造的思考力 
  ア）ブレーンストーミングなどのアイデアを創造する広い手法を活用し，アイデアを
開発し実施することができる。 
 ③ 協働による創造力 
  ア）集団的なインプットとフィードバックの活動を活用し，失敗に学びながら新しい
アイデアを開発し実施することができる。 
要素 3 「メタ認知力」に関すること 
 ① モニター力 
  ア）学習課題を解いている相手をモニターし，問題を見付けることができる。 
  イ）自分自身の課題をモニターし，問題を見付けることができる。 
  ウ）学習課題を遂行するプロセスをデザインすることができる。 
120
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 ② コントロール力 
  ア）効果的な学習方法を自分自身で決めることができる。 













































図 1 各教科等の関わり 
121
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(2)各単元の実施と割当てについて  
【表１】のように，1 単元 4 時間取扱いを原則とし，前期・後期に区分し，1 学年 4 クラ
スを一人の教師がローテーションで授業を行うこととした。ただし，第 1 学年は共通題材
を年度初めに同時期に行い，前期の残りの単元は 3 時間取扱いとした。また，第 3 学年の
共通題材も同時期に行うようにし 8時間取扱いとした。全部で未来思考科は 22単元である。 
 
表 1 単元の全体配置 
９週































2-4 2-1 2-2 2-3 3年（共通題材）
１年（共通題材） 2-4 2-1 2-2
1-3
１年（共通題材） 2-3 2-4 2-1 2-2
1-4 1-1 1-2 1-3 3年（共通題材）
1-1 1-2 1-3 1-4 3年（共通題材）
１年（共通題材） 1-4 1-1 1-2
2-1 2-2 2-3 2-4
3-3 3-4 3-1 3-2
1-2 1-3 1-4 1-1 3年（共通題材）
1年予備 1-3 1-4 1-1 1-2 1-3 1-4 1-1 1-2
2-3 2-4 2-1 2-2 2-2 2-3 2-4 2-1
3-1 3-2 3-3 3-4
3-2 3-3 3-4 3-1
1年予備 1-2 1-3 1-4 1-1
2-2 2-3 2-4 2-1
3-4 3-1 3-2 3-3
2-1 2-2 2-3 2-4
1年予備 1-1 1-2 1-3 1-4
１週 ２週 ３週 ４週 ５週 ６週 ７週 ８週 １０週
週2時間（例：水２と金５）
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徒に提案する課題として，生徒が取り組みたくなるような課題，現実の社会とつながった
課題となっているのかの不明瞭な課題も多々ある。今回 1 年間を通して 22 単元が最終的に









題のレベルを 5 段階に設定し，各教科では主に Lv.1～2，未来思考科では主に Lv.3～4，総











































ーブリックとして A・B・C といった段階として評価して生徒に返している。 
 
 
表 2 「創造的復興～あなたが描く未来予想図～」における課題のレベル 
124










 本校では，「思考・判断・表現」を中心にした評価を，ICE モデル（Young and Wilson，
2013）を参考にした 3 つの観点「知る・できる」，「つなぐ」，「生かす」で行うことにした。
ICE モデルとは，思考を量的な尺度ではなく，Ideas（考え）， Connection（つながり）， 
Extensions（応用・広がり）の 3 つの枠組みで思考を質的に評価する方法である。 
 
表 3 美術科におけるパフォーマンス課題の例 
表 4 国語科におけるパフォーマンス課題の例 
表 5 英語科におけるパフォーマンス課題の例 
125
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表 6 ICE モデルを参考にした「思考力」の観点 
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５．カリキュラム･マネジメントで得られた成果 






































図 3 今年度の校内研修テーマ 
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図 4 総合的な学習のレポート 
128



























体的学び 創刊号』 主体的学び研究所, 東信堂 
Fostaty Young, S., & Wilson, R. J.（2013）『「主体的学び」につなげる評価と学習方法―カナ
ダで 実践される ICE モデル―』（土持ゲーリー法一監訳）東信堂 
 
（坂田 秀一・三浦 寿史） 
129
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2 
 
平成 28 年 3 月に開催した「中間発表会」での指摘等を踏まえながら，8 月末まで活動を展
開した。各グループの編成と具体的な活動内容は以下の通りである。 
○進学類型 
・いわみ音楽祭と田村虎蔵の世界：音楽祭 30 周年記念誌の編集，音楽祭の企画・運営 
・道の駅「きなんせ岩美」の活性化：道の駅切符の商品化，PR キャラクターの考案等 


































した。最後に 3 年間の「ジオパーク 1・2・3」の学習を振り返る作文に取り組んだ。 
132
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 鳥取県立岩美高等学校（2014）『平成 26 年度研究開発実施報告書』 
鳥取県立岩美高等学校（2015）『平成 27 年度研究開発実施報告書』 
鳥取県立岩美高等学校（2016）『平成 28 年度研究開発実施報告書』 
鳥取県立岩美高等学校（2016）「本年度の活動報告」『校誌 虹嶺』（平成 28 年度） 
 鳥取県立岩美高等学校（2017）「本年度の活動報告」『校誌 虹嶺』（平成 29 年度） 
鳥取県立岩美高等学校（2018）「本年度の活動報告」『校誌 虹嶺』（平成 30 年度） 
 
【取材協力】 
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設置者 公立 公立 国立 国立 国立
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の充実への鍵として，次の 7 つの実践に注目したい。 
 (1) 各学校の目標の下でカリキュラム・マネジメントの重点を捉える 
 (2) 育てたい子供像と育成を目指す資質・能力を共有するプロセスを充実する 
 (3) 子供について語りあう学校文化をはぐくむ 
 (4) 学校内に複数のネットワークを組織して協働を実現する 
 (5) 教科等横断的なつながりを教科等の学習指導に生かす  
 (6) 学校を支援する地域のネットワークやコミュニティを構築する 
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をもとにして，C から始める CAPD のサイクルが有効であるという指摘もあることを生か
し，研究会の実施などを通して PDCA のサイクルを循環させていくには，まず，学校の現状
についての共通理解を持つ取組が有効と思われる。 
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平成 18 年度以降に指定を受けた研究開発学校の研究課題は，以下に示す通りである。 












































6  横 浜 市 立 西 中 学 校 



































11  千葉県暁星国際学園 小中 変化の激しい社会を生き抜く知識，技能，感性，体 18 20 
155
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17  北海道鹿追高等学校 
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した小・中学校 9 年間一貫教育課程の研究開発 
19 21 
29  新潟県三条市立下田
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57  鹿追町立鹿追小学校 



























52000215_hokokusho#6honbun#155-170.indd   159 2020/03/19   13:49:13
























































































52000215_hokokusho#6honbun#155-170.indd   160 2020/03/19   13:49:13
















































































81  直島町立直島小学校 
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88  深谷市立明戸小学校 
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96  北海道鹿追高等学校 










































101  神戸大学附属幼稚園 
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105  北海道礼文高等学校  

























































112  鳴門市林崎小学校・鳴 小 豊かな国際感覚を育み，コミュニケーションへの積 25 28 
164
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132  町田市立鶴川第二小 小 「21 世紀型能力」の中核となる思考力の育成を目指 27 30 
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究を小中高 12 年間を通して行う。 
27 30 
134  広島大学附属三原中











135  北海道鹿追高等学校 
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149  神戸大学附属幼稚園 











150  東川町立東川小学校 
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151  北海道夕張高等学校 
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的 な 学 び を 目 指 し ， 内 容 言 語 統 合 型 学 習
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